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校区クリーン作戦 赤い羽根共同募金

あすチャレ！

朝里十字街雪まつり雪像制作

吹奏楽部演奏会（朝里神社祭）

防災訓練

あじさいドリームプロジェクト
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地域と学校１
 児童・生徒数 　２１名（令和６年４月１日現在）

 地域の概要・特色 　昆布漁が盛んな地域であり、生徒も登校前に漁の手伝いをしてから登校する時期がある。地

域内に小・中・高校が１校ずつしかなく、連携を深めながら学校生活を送っている。

 本校の概要・特色 　全校生徒数が少ないため、生徒の意見を柔軟に取り入れて実現する等、小規模校ならではの

取り組みをしている。昆布漁が盛んな地域であるため、逆サマータイム（登校時間を１時間遅らせる）を取り入れ

ている。

本事業に取り組んだ理由２
　生徒の学校や地域に奉仕する精神を養うため。

本校における福祉教育・ボランティア学習の概要・特色３
福祉教育・ボランティア学習の捉え方や基本姿勢

・ボランティア活動を通して、思いやりの心の育成につなげる。

・校内だけでなく、地域との交流を深められるような活動を行う。

福祉教育・ボランティア学習のねらいや目標

　学校や地域に奉仕する精神を養う。

福祉教育・ボランティア学習の進め方

　ボランティア清掃や花壇整備、共同募金活動等、全校生徒が少なくてもできることを実施した。

福祉教育・ボランティア学習を推進する体制や関係組織４
　部活としてボランティア局があるが、部員がいない。そのため、全校生徒で実施した。

福祉教育・ボランティア学習における社会福祉協議会との具体的な連携５
　ボランティア活動の内容について相談させていただきながら進めた。

（５）北海道南茅部高等学校（函館市）
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３年間の活動内容６
月 令和４年度 令和５年度 令和６年度
４月４月
５月５月
６月６月
７月７月
８月８月
９月９月 ボランティア清掃 ボランティア清掃

花壇整備
ボランティア清掃

10月10月 真昆布に関する講演会・勉強会

11月11月 赤い羽根共同募金

12月12月 赤い羽根共同募金 赤い羽根共同募金
雪かきボランティア

１月１月 雪かきボランティア
２月２月 雪かきボランティア
３月３月 花壇整備

３年間で、特に力を入れた活動・取組み（他校に紹介したい活動・取組み）７
活動の名称：ボランティア清掃

ねらい
　学校周辺の清掃活動を通して、生徒の郷土愛、環境美化に対する関心を高める。

学習のポイント
　行事として設定し、全校生徒で実施する。地域との交流を深める機会とする。

学習の進め方
学習内容

１．導入 生徒指導部長よりボランティア清掃の諸注意を受ける。
２．課題設定 自分たちが学んでいる地域にはどのくらいのゴミが落ちているのか、どのようなゴミが多

いのか把握し、それらを減らすための方法を考える。
３．学習プロセス 全体で挨拶→３グループに分かれて清掃→収集したゴミをまとめる→全体で感想や反省の

共有、挨拶
４．ポイント 地域を綺麗にする。また、ゴミを減らすにはどうしたら良いか考える。
５．まとめ 今年度の反省を活かしながら、来年度もボランティア清掃を継続していくことを伝える。

振返り・反省点
　一人ひとりが積極的にゴミを拾い、地域に貢献しているという実感を得ることができた。今後も暑い時期が長引

きそうであれば、熱中症のリスクを考慮し日程を検討する必要がある。

今後の課題と展望８
　生徒数が減少しており、できることが限られる。実施可能な活動を継続していく。

福祉教育・ボランティア学習を推進する上でのポイントやヒント９
　生徒が興味・関心を持ち、自ら行動することが大切であると考える。また、地域と関連のあるボランティア活動

を行うことが、奉仕する精神を養うことに深くつながっていると感じる。
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（１）岩見沢市立第一小学校
（２）岩見沢市立明成中学校

２　第４５期短期指定校（令和６年度）
「１年間の活動報告書」
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地域と学校１
 児童・生徒数 　３６８名（令和６年４月１日現在）

 地域の概要・特色 　鉄道の要衝として栄えた岩見沢市の駅北に位置し、住宅地、農業が混在する地域である。校

区に岩見沢発祥の地や明治期の建造物など、日本近代化の礎となった炭鉄港遺産が存在している。

 本校の概要・特色 　市立図書館が併設されており、充実した読書教育が行われている。また、本校の特色ある活

動の一つであるスクールバンドは、創設48年目を迎え、長年にわたって音楽をとおした情操教育を展開し、その活

動と実績は、地域の皆様にも親しまれている。

本事業に取り組んだ理由２
　教育目標である「思いやりのある子」の育成を目指し、総合的な学習の時間に福祉学習「ともに生きる」や年間

を通じてピア・サポート活動を行っており、これら福祉学習のさらなる充実と具体的な実践（ボランティア活動）

を地域で進めることを目指したい。

本校における福祉教育・ボランティア学習の概要・特色３
福祉教育・ボランティア学習の捉え方や基本姿勢

・全教職員の共通理解と教育活動全体を通しての指導

・地域社会や関係機関との連携

・開かれた学校の促進と地域に広がる活動の推進

福祉教育・ボランティア学習のねらいや目標

・福祉教育やボランティア学習を通じて、児童が他者の立場や気持ちを理解し、共感する力を養う。

・�社会とのつながりを意識しながら、自分にできることを考え、行動に移すことで、より良い社会づくりに貢献す

る姿勢を育む。

・高齢者や障がいのある方への理解を深めることで、多様性を尊重する態度を養い、共生社会の実現を目指す。

福祉教育・ボランティア学習の進め方

・�地域の清掃活動や施設訪問、福祉体験、アダプテッドスポーツなどの具体的な体験活動を通じて、実際の社会貢

献を体感させる。

・福祉に関する学習を授業や総合的な学習の時間や特別活動に組み込み、知識と実践を結びつけさせる。

・�児童会活動の中にボランティア活動を位置づけ、子どもの発想や活動意欲など主体性を大切にしながら、実践の

日常化を図る。

福祉教育・ボランティア学習を推進する体制や関係組織４
　岩見沢市社会福祉協議会・緑町内会・岩見沢市防災対策室・緑保育園・なかよし保育園など

福祉教育・ボランティア学習における社会福祉協議会との具体的な連携５
　車椅子体験（バリアフリー体験）・ガイドヘルプ体験・認知症サポーター養成講座・手話講座など

（１）岩見沢市立第一小学校
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１年間の活動内容６
月 令和６年度
４月４月 入学式

縦割り班活動（通年）
５月５月 清掃・環境美化活動
６月６月 幼稚園児との交流
７月７月 通学路の安全点検
８月８月 あいさつ運動
９月９月 地域との連携
10月10月 地域との連携福祉学習
11月11月 福祉学習

幼稚園児との交流
12月12月 定期演奏会募金活動
１月１月
２月２月 福祉学習
３月３月 卒業生を送る会

１年間で、特に力を入れた活動・取組み（他校に紹介したい活動・取組み）７
活動の名称：花いっぱい運動

ねらい
・花を育てることをとおして、命を大切にし、自然を愛する気持ちを養う。

・環境整備をとおして、地域の一員である意識をもたせ、積極的に地域活動に参画する意欲を高める。

学習のポイント
　地域の方（町内会の高齢者）を招いて、花苗の植え方を教わりながら一緒に花壇整備を行い、校地周辺の環境を

整備する。

学習の進め方
学習内容

１．導入 ・花を育てた経験や地域のことを話し合い、地域環境整備に意欲をもたせる。

２．課題設定 ・地域のためにできることを話し合い、具体的な課題を決める。
（例）「町内の方と協力して、学校のまわりをきれいにしよう」

３．学習プロセス ・町内の方と会い、交流を深めながら、一緒に花苗を植える。

４．ポイント ・花を育てる楽しさや成長の喜びを感じられるよう、児童の意見を反映させた活動を取り入れる。
・地域住民との交流を通じて、地域の一員である意識を育むことを重視する。
・世代間の交流を深めるとともに、地域を美化することのよさを知る。
・一人ひとりが活動に参加し、達成感や自己有用感を得られるようにする。

５．まとめ ・地域に与えた変化や、自分たちの活動が地域に貢献した点について話し合う。
・花を大切にお世話することや地域環境をきれいにすることを知る。
・次への展望を考える活動の様子を学校や地域で発表し、成功体験を共有する。

振返り・反省点
・学校周辺の環境は整備できるが水管理や雑草管理などの維持が難しい。

・ポット植えは枯れやすいので、街路樹の下などに地植えできるようにすると良い。

今後の課題と展望８
・今後も予算の確保が課題。

・水管理や雑草管理などの維持を町内会の方と一緒に行う。

福祉教育・ボランティア学習を推進する上でのポイントやヒント９
　多様性を理解することが大切なので、様々な世代の方と交流させることが必要。とりわけ、核家族が多い社会に

おいて、高齢者や幼児との触れあいが大切である。
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地域と学校１
 児童・生徒数 　１２８名（令和６年４月１日現在）

 地域の概要・特色 　岩見沢市は、地域の自然、産業、歴史、芸術等に関連する教育環境が充実している。市内の

子どもたちは、様々な体験活動を通じて地域社会との結びつきを深めながら成長している。

 本校の概要・特色 　明成中学校では、学校運営協議会を主体とした地域行事や奉仕活動の企画、運営に力を入れ

ている。学校と地域が相互に支え合い、地域で子どもの成長を見守ることを大切にしている。

本事業に取り組んだ理由２
　ボランティア活動を通じて、生徒の社会性や責任感、地域社会とのつながりを深めることを目指す。また、異学

年集団による協働から、予測困難な時代に必要な資質・能力を育成する。

本校における福祉教育・ボランティア学習の概要・特色３
福祉教育・ボランティア学習の捉え方や基本姿勢

　生徒が困っている人や支援を必要とする人に寄り添い、相手の視点に立って考える力を育てることを目標とする。

福祉教育・ボランティア学習のねらいや目標

　福祉教育やボランティア学習を通して、生徒が他者の立場や状況に対して理解を深め、共感する心を養うことを

目指す。

福祉教育・ボランティア学習の進め方

　福祉やボランティアに関する知識だけではなく、生徒が実際に体験するボランティア活動を通じて、他者を支援

する実践的な学びを経験し、自己肯定感や自己成長に繋げる。

福祉教育・ボランティア学習を推進する体制や関係組織４
　学校運営協議会や社会福祉協議会等と連携し、実践的なボランティア学習や福祉教育に向けて、計画段階から協

働し、これからの社会を担う子どもの育成を共に行っている。

福祉教育・ボランティア学習における社会福祉協議会との具体的な連携５
　福祉施設での体験学習の受け入れ、地域行事としてボランティア清掃やお祭りなどの開催など、学校だけではな

く地域と密接しながら企画、運営に力を入れている。

（２）岩見沢市立明成中学校
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１年間の活動内容６
月 令和６年度
４月４月
５月５月 防災訓練（火災）を実施し、緊急時の避難行動に加え、互いに支え合い、助け合う姿勢を育成

６月６月 地域ボランティア公園清掃を学校運営協議会が主体となり実施

７月７月 明成塾「夏」を開催し、明成中生徒が、日の出小児童の学習を支援する活動を実施

８月８月 地域行事である日の出サマーフェスティバル開催し、中学生がボランティアスタッフとして活動

９月９月 心と体の教育

10月10月 防災訓練（地震）を実施し、緊急時の避難行動に加え、互いに支え合い、助け合う姿勢を育成
２学年職場体験学習にて、社会福祉施設や地域の事業所を訪問し、体験学習を実施

11月11月 赤い羽根共同募金、歳末助け合い運動を行い、ボランティアの意義を学び、地域社会に貢献する姿勢を育成

12月12月 明成塾「冬」を開催し、明成中生徒が、日の出小児童の学習支援をする活動を実施

１月１月
２月２月
３月３月

１年間で、特に力を入れた活動・取組み（他校に紹介したい活動・取組み）７
活動の名称：地域清掃ボランティア

ねらい
　自然環境の保護、環境美化の意識を高めることは勿論、ボランティア活動についての知識・理解や他者（異学年

集団）との協働を学び、新たな時代を生き抜く資質・能力の育成を目指す。

　また、コミュニティ・スクール（CS）での取組みであるため、子ども達の健やかな成長を願い、学校・家庭・

地域が協働・連携することを目指す。

学習のポイント
・自然環境の保護、環境美化への意識

・ボランティア活動による他者と協働

・学校、家庭、地域との協力体制の組織

学習の進め方
学習内容

１．導入 地域清掃ボランティアの趣旨理解
２．課題設定 ボランティア活動に向ける個々の課題設定
３．学習プロセス 他者（異学年集団）との協働に向けての目標設定と具体的な活動
４．ポイント ボランティア活動で得た経験が新たな時代に生き抜く資質・能力の育成へ
５．まとめ 個々の課題設定と実際の活動からの感想をまとめる

振返り・反省点
　異学年集団での取組みとしての目的をさらに意識し、リーダーへの事前指導（生徒本人の気づきを引き出す指導）

を次年度に引き継ぐ。

今後の課題と展望８
　上記反省点と同様。

福祉教育・ボランティア学習を推進する上でのポイントやヒント９
　福祉教育・ボランティア学習において今求められていることを学び、新たな時代を生き抜く子ども達に必要な資

質・能力の育成に向けて、教職員研修を更新する必要がある。
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　　　恵庭市立松恵小学校
　　　［第43期中期指定校（令和４～６年度）］

３　協力校の視察報告
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恵庭市立松恵小学校恵庭市立松恵小学校

「 小学４年生を対象とした福祉体験学習～アイマスクを利用した
白杖体験・誘導体験、サウンド・テーブル・テニス体験」

報 告 者：北海道社会福祉協議会　福祉教育専門委員会
　　　　　委員　前田　隆之（札幌市社会福祉協議会　ボランティア振興課長）
視察日時：令和６年12月10日㈫10：40～12：10
視察場所：恵庭市立松恵小学校　体育館

●学校の概要

　恵庭市の開拓のため移住した先人の方々が、尊い私財を投じて、明治22年松園小学校、明治34年松鶴小学校を創

設した。この地域に多かった山口県出身者の郷土の士、吉田松陰の学校である「松下村塾」の「松」の字をとって

名づけられた。昭和46年４月に時代の流れと教育のより充実を期して２校が統合し、それぞれの歴史を背負って松

恵小学校が開校した。令和３年には開校50周年を迎えた。

　松恵小学校は、平成10年度から市内全域を校区とする「特別認定入学指定校」(特認校 ) となり、恵まれた環境

と小規模校の特性を生かし、自然に触れる中で豊かな人間性を培い、明るくのびのびとした特色ある教育活動を行

っている。

※�特認校制度とは、自然環境に恵まれた小規模校において、心身の健康増進を図り体力づくりを目指すとともに、豊かな自然に触

れる中で豊かな人間性を培い、明るくのびのびとした特色ある教育を希望する保護者・児童に、その小規模校の通学区域外から

の通学を認める制度。

●活動における特色など

　松恵小学校は、令和６年度の重点目標として「一人一人を大切にし、資質・能力を確実に身に着けさせる福祉教

育の推進」を掲げ、豊かな自然環境の中、約600坪の学校農園での農園活動、地域の生産者と連携した花を育てる

活動や稲作活動、小規模特認校の良さを生かした異学年交流や、縦割り活動、全校行事、歴史と文化に根差した地

域協働型の活動など、特色ある教育活動を展開している。

　今回、視察対象となった４年生は、探求課題として「恵庭と大豆 (加工食品 )」、「住みよいまちづくり (福祉 )」

をテーマとして、農園活動 (大豆に関わる学習 )と福祉体験に取り組んでいる。

●視察内容

　《当日のスケジュール》

　　10：40～12：10　　講話～障がい者理解を深める

　　　　　　　　　　体験～白杖

　　　　　　　　　　　　～誘導・手引き (説明のみ )

　　　　　　　　　　　　～サウンド・テーブル・テニス

　今回の福祉体験学習は４年生17名の児童が対象で、講師には、恵庭視覚障がい者フロンティア協会から４名の方

が招かれていた。恵庭市社会福祉協議会からも２名出席し進行役を担っていた。

　初めに、障がい者理解を深める講話があった。恵庭市内に住む視覚障がい者は98人。人それぞれに見えづらさが

違い、全く見えない全盲、少しだけ見える弱視、色が見えない色弱、視野が欠けて見える視野狭窄などがある。生

まれた時から何も見えない人、目の病気で見えなくなった人がいる。視覚障がいで困ったときは、音で認識する、

周りの人に手伝ってもらう、日常生活用具などの視覚障がい者用グッズを使う、盲導犬を飼う、そして、これから

体験する白杖を使うことの説明があった。

　講話では、日常生活の詳しい話や、資料を使った説明など、子どもたちに分かりやすく丁寧に話しをされたこと

で、より深く知る機会となった。また、障がいの特徴だけでなく、当事者としてのこれまでの経験や思いなど、多

くのことを学ぶことができた。
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　続いて、白杖体験の時間となった。白杖とは、目の見えない人や見えづらい人が道や建物内を安全に歩けるよう

使うもので、安全確認、情報入手、周囲へのアピールなどの役割がある。

　子どもたちはアイマスクを着用し、一人ずつ白杖体験を行った。大胆に速足の子ども、普通に歩いている子ども、

一歩一歩慎重に歩いている子ども、なかなか前に進めない子どもなど、それぞれ特徴と性格が出ていたように感じ

た。実際に白杖を使って狭い道を通ったり、障害物を通過したりすることで、見えないこととガイドの仕方につい

て学ぶことができた。

　次の誘導体験は時間の関係もあり、説明のみを行った。見えない人や見えづらい人たちは、一人ひとり症状が違

うこと、周りに十分に気を付けてお互いにケガや事故に気を付けること、肩の力を抜いて声を掛けながら誘導する

ことを学んだ。

　体験の最後は、サウンド・テーブル・テニスだった。サウンド・テーブル・テニス (以下「STT」) とは、以前

は盲人卓球と呼んでいた。2002年に STT(Sound Table Tennis) と名称を変えてルールが整えられた。STTは、

目が不自由な人と一緒にできるスポーツで、球の音を聞き取ってラケットで打ち合うので、プレイする人、観客の

私語は禁止されている。

　２人一組となり３点先取でゲームを楽しんだ。ボールの中には金属の球が４個入っているので、集中してボール

の音を聞くことが大事である。とても音に反応が良い子、なかなかラケットに当たらない子など、私語は禁止のル

ールだが歓声が上がって大変盛り上がっていた。まずはアイマスクをして見えない世界を体験したことで、体験中

の子どもたちの顔つきが真剣で、学びも多く非常に充実した時間を過ごすことができた。

　学習のまとめとして、子どもたちの質問を受けた。「除雪や買い物はどうしているのか」、「大勢の中にいて困る

ことはないのか」、「時間はどうやって確認するのか」など、子どもたちの質問にも丁寧に答えている様子がうかが

えて、子どもたちにとって大変有意義な学習となった。

　子どもたちは、アイマスクの体験ができたこと、実際に視覚障がいのある方から生活上の工夫について教えても

らえたことに目を輝かせ、今回の学習を通して、視覚障がいについての理解をさらに深めることができ、他の何に

も代えがたいものだと感じた。

　子どもたちにとって、直接話を聞けたこと、道具などを見て、触れたことで多くの発見や気づきがあったようで、

これからの生活に必ず活きる学びがあった。説明が大変分かりやすく、とてもスムーズに活動することができ、こ

の体験から子どもたちが、今後困っている人に声をかけるきっかけになってくれることを願う。何ができるかを真

剣に考え、今後は実践しようという意欲を持つことができる体験学習だった。

●感想と考察

　一般に、目が見える人は情報の80％以上を視覚から得ていると言われている。視覚障がいのある人は、周囲の音

やにおい、風の流れ、皮膚の感覚などの視覚以外の感覚を使って生活している。一人で歩くこと、文字の読み書き、

日常生活のさまざまな動作が困難となる。視覚障がいの方の生活や困っていることについて、子どもたちの中でな

んとなく理解できていたものが、話を聞いて理解できたと思う。初めて知ることが多く、視覚障がいの方の生活に

ついて、福祉をとても身近に感じることができた。

白杖体験の様子 STTの様子
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　子どもたちの質問に対して、丁寧に分かりやすく答えていた。資料も素晴らしく「視覚障がい者とは」など、当

事者目線からの話に子どもたちは真剣に聞き入っていた。障がいについて正しく理解し、普段の暮らしの中にある

ものだと実感できたようだ。

　自分の幸せ、周りの幸せについて考える契機にもなったと思う。前向きに話す講師から元気とパワーをもらった

気がする。また、学習後の子どもたちの満たされた表情をみて、幸せな気持ちとなった。

　丁寧な教えに、安心して学習に向かっていて、身振り手振りなど、聞くだけではなく動きがあったのも、子ども

たちには合っていたように感じた。初めて知ることがたくさんあったようで「楽しかった」と言っていた。子ども

たちが意欲的に学習に向かう姿が見られて本当に良かった。

　視覚障がいへの理解が深まったとともに、自分たちにも出来ることがたくさんあることや、工夫して生活してい

ることが凄いと感じたことは、とても貴重な経験になったようで、体験してみることの重要さを実感できた時間と

なった。

　このたびの講話や体験によって、子どもたちは差別や偏見のない社会を築いていくことの大切さや現代社会で求

められていることなど、将来生きていく上での基本的な考え方を学ぶことができた。「普段の暮らしのしあわせ」

の視点から、自分たちの身の回りの人々や地域について見方や考え方を広げることができた。障がいある人もない

人も、どんな人にとっても住み良い社会になることを願う。
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白
はく

杖
じょう

体験
たいけん

のしおり

「私たちに、声かけと見守りを！」
恵庭視覚障がい者フロンティア協会

①市内に住む視覚障がい者は？（ 歳以上）

・ 人（令和 年 月末）

※目と他の病気を持つ人は 人

②人それぞれに見えづらさが違う

※生まれた時から何も見えない人、目の病気で見えな
くなった人がいるよ！

・全く見えない ＝ 全盲
ぜんもう

・少しだけ見える ＝ 弱視
じゃくし

・色が見えない ＝ 色弱
しきじゃく

・視野が欠けて見える 視視野野
し や

狭狭窄窄
きょうさく

豆知識

相手や

自分の顔

見えないの～

空や海や

花の色が

わかんない

字が見えない

から本が読め

なーい

自分の顔

見えないの～

※生まれた時から何も見えない人、目の病気で見えな

から本が読め

なーい
わかんない

③視覚障がいで困った時は？

・ 音で認識する

・ まわりの人に手伝ってもらう

・ 視覚障がい者用グッズを使う（日常生活用具）

・ 盲導犬を持つ

・ 白杖を使う（今日の体験！）

白杖とは、目の見えない人や見えづらい人が道や建物

内を安全に歩けるよう使う物です。

①バンパー＝安全確認

②センサー＝情報入手

③シンボル＝周囲へのアピール

役割

（グリップ）
ゴム製

（素材）
アルミ製
カーボン製

（石づき）
硬質プラスチック

うでを伸ばした
わきから地面までの長さ
（身長― ）が平均

自分より 歩半～ 歩
半先をトントンつく

肩幅の間隔で
左右にトントンついたり

場所によっては
なぞったりする

半先をトントンつく

肩幅の間隔で

（身長―（身長― ）が平均

自分より 歩半～ 歩

うでを伸ばした

選び方・使い方

握り方
①人差し指を石
づきの方に向け
て握る。
②えんぴつを持
つように握る。

高齢者、下肢
に障がいが
ある方用の
白杖もあり
ます。
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※専門家に相談して自分に合う杖を選びます。

大事なのは姿勢をまっすぐ！前を向いて杖から伝わる情報

プラス、自分のセンサーを働かせて。

ヤンキー君と白杖ガール

うおやま著

ドラマにもなったコミック。視覚障害の困りごとがさり

げなく描かれています。

○声かけ＝「大丈夫ですか？」「お手伝いしましょうか？」

「信号青ですよ」など。

○見守り＝何かにぶつかりそうになっていないか？何かに

迷ってはいないか？

○壊れた点字ブロックを見つけたら恵庭市役所へ連絡。

○点字ブロックの上に自転車や荷物を置かないでほしい。

制作：ワークスタジオ恵庭

皆さんへのお願い

誘導
ゆうどう

のしおり

恵庭視覚障がい者フロンティア協会

図書館は
どこかな～

あっち…じゃ
なくて、９時
の方向にあり
ますよ！

 

・視覚障
しかくしょう

がい者 ＝目が見えない人や見えづらい人のこと。

・誘導
ゆうどう

＝視覚障がい者が外出する時、道を一緒に

歩いたり、乗り物の乗り降り、階段の上り

下りなどを助けること。

・手引き ＝視覚障がい者が誘導する人の肩や腕
うで
に

つかまって移動
いどう

すること。

・ガイドヘルパー＝誘導の仕事をする人のことで、資格を持

っている人のこと。

・見えない人や見えづらい人たちは、一人一人症 状
しょうじょう

が違
ちが

います。

・周
まわ

りに充分
じゅうぶん

気をつけて、おたがいにケガや事故に

気をつけましょう。

・肩
かた

の力を抜いて、声をかけながら誘導しましょう。

豆知識  

誘導を始める前に

①一緒に歩く前に、右に立つか左

に立つか聞きます。

②基本は、手引きをする人の肘
ひじ
を

つかみますが、視覚障がい者の方が背が高

いときは肩をつかむ。

この時、「肘はここ！」「肩はここ！」と、

いきなり視覚障がい者の手をつかまず、

「ちょっとさわります」と言ってからが

エチケットです。

視覚障がい者がつかまろうと手を伸ば

してきたら、さりげなく、自分の肘や肩をさわらせて！

③「では、行きましょう」と声かけして歩き始めますが、

誘導する人が視覚障がい者より一歩先を歩きます。これ

は、誘導する人から伝わる情報を視覚障がい者がキャッ

チするためです。

※階段の上り下りの時も同じです。ただし、階段は「一

人で上り下りしたい！」という人もいますので先に聞い

てね。

手引きの仕方
し か た
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④手引きをしていて、障害物がある時は、「○○があるので

一度止まります」と声をかけてからよけます。

⑤白杖は視覚障がい者の目のかわりなので、緊急
きんきゅう

時
じ
以外
いがい

は

さわったり引っ張ったりしないで下さい。

⑥歩きながら、道の状 況
じょうきょう

（でこぼこ道や段差
だんさ

など）や周
まわ
り

の街
まち
のようすや目的地までの情報などを伝えます。

⑦せまい所を通
とお
り抜

ぬ
ける時は「せまいので一度止まります。

縦列
じゅうれつ

になります」と声をかけてから、下げていた腕
うで
の肘

ひじ

をうしろに曲
ま
げます。この時、視覚障がい者がつかんで

いる手がはなれないよう、ゆっくり曲げます。

背中側
がわ
に手をまわす

※身長差があって

肩につかまっている時は

反対の肩をつかんでもらう

階段
かいだん

への誘導と手引き

上りも下りも「もうすぐ階段です」と声

をかけてから、そばで一度止まります。

※一人で上り下りするか聞いて、「自分で

大丈夫
だいじょうぶ

」という人には、白杖を持たない

方の手を、手すりや壁
かべ
にさわらせます。

※混んでいないときや階段が広い時は、

並
なら
んで一緒に上り下りすることもあり

ます。

手引きをする人が

一歩先に上る。

視覚障がい者にとって下りが一番恐
こわ
いので、

充分
じゅうぶん

気をつけて下ります。

上り

下り

 

エスカレーターへの誘導と手引き

※一歩足を踏
ふ
み出すのが恐

こわ
い人もいるので、無理

む り
に乗せず

エレベーターを探
さが
しましょう。

階段と同じに誘導し、動いている手前で並び、手

引きの人が「乗りますよ」と声かけしながらい一

歩先に乗ります。ただし、一人乗りのエスカレー

ターは、ベルトの位置
い ち

を教えてから先に乗せます。

手引きをする人が先に乗ってしまうと、乗れなか

った視覚障がい者が上で取り残されるので、あと

から乗ります。人が混んでいる時は、横並
なら
びで乗

ると危険
きけん

なので無理せずエレベーターを探しま

しょう。

電車への誘導と手引き

乗降
じょうこう

口
ぐち
が一段上る車輌

しゃりょう
と、フラット（平

たい
ら）の車輌があ

ります。声をかけて、並んで乗るか手引きする人が先に乗

るかを事前
じぜん

に聞きましょう。ホームと客車のわずかなすき

間
ま
に白杖を引っかけてしまうことがあるので、気をつけて

誘導しましょう。

上り

下り

椅子
い す

に座
すわ
る誘導

椅子の横に視覚障がい者が立つよう誘導します。椅子の背

に触らせると、横長のソファーは、長椅子の正面に立たせ

て座
すわ
る部分をさわってもらいます。椅子のまわりにテーブ

ルや机などがある場合はそちらもさわってもらい、椅子と

の距離
きょり

を知ってもらい、ぶつからないようにします。

注 方向を伝える時は

※「あっち・こっち・そっち」ではなく

「前
まえ

・後
うしろ

・左
ひだり

・右
みぎ

」で教えてね！
※クロック・ポジション

（時計） （位置）

時計の針で教える方法もあるよ！

例

右 を説明するときは…

３時の方向です

※もっと詳しく説明するときは

「 時の方向です」

「 時の方向です」など



❖36

恵庭市立図書館には

という本があります。読んでみてね！

（プラクテス） （メイクス） （パーフェクト）

意）練習は完璧
かんぺき

を作る

※このしおり内のイラストは著作権法により許可なく転用できません。
制作：ワークスタジオ恵庭

見えない人こそ良く見える～
視覚障がい者ガイドヘルプの手引き

体や心が緊張
きんちょう

していると

うまく誘導できません。

上手
じょうず

な誘導は 相手の目になる を

心がけることだと思います。

サウンド・テーブル・テニス（ ）

ルールテキスト

恵庭視覚障がい者フロンティア協会

（ 年 令和 年度）

テーブル（台）

○サービスエリア（サーブをする位置）

○レシーブエリア（サーブを受ける方の位置）

※サーブ権
けん

が変わると○から○に向かってボールを打つ

○守備
しゅび

ライン

用具 千歳市視覚障害者福祉協会作成
ルールに関する資料より
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○守備
しゅび

コート（ネットの真下から自分の手前まで）

○エンドフレーム（大事な枠
わく

で、台に取り付ける。高さ

幅
はば

の木の枠
わく

。これがない台は、 のテー

ブルではない。）

○サイドフレーム（エンドフレームのように、 の台に

必ず付いている木の枠
わく

で、エンドフレームのはしから

ｍの長さ）

○ネットアセンブリ（ネットまわりの金具など）

○前コート

○サービス（サーブをする球の方向）

○のエンドフレームは、外側（選手の体の方）の真中に

突起物
とっきぶつ

があり、サーブする時やレシーブする時の、立っ

ている位置の確認
かくにん

に使う。

注意事項

① まずはジャンケンをして、勝った方が、先にサーブを打

つか相手にサーブ権をゆずるか決める。

② サーブをする人が決まったら、サービスエリアとレシー

ブエリアに、それぞれ立つ。

③ サーブをする方は、エンドレーンから 離
はな

した所に

ボールを置いて、構
かま

える。

④ 主審
しゅしん

が［プレイ］と言うまで打たない。

⑤ 主審がプレイと言ったら、サーブをする方は、 秒以内

に「いきます！」と言う。「いきます」と言ったら、レシ

ーブをする方は 秒以内に「はい！」と言います。この

お互いのかけ声は忘れないように。「はい」と言ったあと、

秒以内にサーブをしなければならない。

⑥ サーブの時、空振りしてはいけない。

⑦ サーブをする時、ラケットが 度かたむけてはならない。

テーブルに垂
すい

直に立てて打つ。

ややっっててみみよようう！！
‘

ルールの流れ
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⑧ ラケットに当てて音を出す。音の出ない打ち方はアウト。

⑨ サーブの時、ネットにさわってはいけない。

一般の卓球はボールがネットの上を

行き来するが、 はネットの下を

くぐらせる。

⑩ レシーブの時ボールがラケットに当たらず、エンドフレ

ームに当たった時はアウトとなる。

協力団体 千歳市視覚障害者福祉協会

参考文献
ぶんけん

すぎおとしあき［音卓球～ ～耳は目より早く］

日本視覚障害者卓球連盟編

［サウンド・テーブルテニス ルール 年度版］

※このしおり内のイラストは著作権法により許可なく転用できません。

制作：ワークスタジオ恵庭

注意事項

ここまでを入門編として、まずはアイ

マスクをして見えない世界を体験し、

音の出るボールに慣れてみよう！

まだまだ細かいルールがあるけど、今

回は、ここまで。

ここまでを

マスクをして見えない世界を体験し、

音の出るボールに慣れてみよう！

まだまだ細かいルールがあるけど、今

回は
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